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索引用語 :食道平滑筋肉腫

はじめに

食道平滑筋肉腫はきわめてまれな疾患であり,本 邦

においては1950年志田つの報告以来,わ ずか30例を数

えるにすぎない。著者らは最近その 1例 を経験したの

で,文 献的考察を加えて報告する。

症  例

患者 :28歳,男 性

主訴 :鴎下困難

既往歴 ・家族歴 :特記すべきことはない。

現病歴 i約 2年前より誘因と思われるものなく鴎下

困難が出現.次 第に著明となり,心 寓部痛もあったた

め1980年3月近医受診,上 部消化管透視で食道狭窄を

指摘され,手 術目的にて当科紹介され,同 年 4月 入院

した。

入院時所見 :体格中等度,栄 養状態良好,貧 血,黄

痘なく,そ の他理学的にも異常所見は認めない。また

血液検査,生 化学検査にとくに異常所見はないが,胸

部X線 写真で気管の右方偏位を認める.

X線 検査所見 :胸部上部食道 Iuに約 5cmに わたる

腫瘤型の陰影欠損を認める,粘 膜面に不整や潰瘍性病

変はなく,パ リウムの通過状態は良好である。また狭

窄部における食道壁の仲展性は保たれ,そ の口側に拡

張は認められない (図 1)。

内視鏡検査所見 :上門歯列より22cm,前 壁を中心

に約半周の隆起性病変を認める,そ の立ち上 りはなだ

らかで,粘 膜面の色調はいくぶん白色である。隆起の

図 1 食 道二重造影像
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中心には粘膜の軽いひきつれを認める(図2).生 検を

行ったが,結 果は軽度の Leukoplakieであった。

手術所見 :食道粘膜下腫場の診断のもとに,1980年

5月 8日 ,右 開胸開腹胸部食道全摘胸骨後頚部食道胃

吻合術および幽門形成術を施行した。腫瘍は奇静脈を

下縁とし,長 径約 6cm,気 管分岐部直上に位置し,周



図2 食 道内視鏡像

囲組織との癒着は強く,気 管膜状部との癒着も認めら

れた。食道癌取扱い規約りにしたがえば,A3N(― )M0

p10の所見であった。

切除標本 !切除された食道は 12.5cm,食道胃接合部

より6.5cm口側にある腫瘍は弾性硬,大 きさ1.5×3

2X6.Ocmで 食道内腔に突出している.粘膜面所見は腫

瘍に一致して,軽 度のひきつれをみるのみである (図

3).割 面は硬く,一 様に灰白色,充 実性である.腫 瘍

は主として粘膜下にあるが,浸 潤性増殖を示し,固 有

筋層,外 膜などに及んでいると思われ,そ の境界は明

瞭でない (図4).

病理組織所見 :果形性の強い長橋円形核を有する紡

錘形細胞が東状に錯走し,外 膜への強い浸潤増殖傾向

がみられる。核分裂像が存在すること,浸 潤増殖傾向
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図 4 切 除標本割面像

をもつことから食道平滑筋肉腫と診断した (図5).

術後経過 t術後経過は良好で術後28日目に退院し

た。現在,外来で食道癌術後に準じて FT‐207,PSKを

投与,経 過を観察している。

考  察

食道肉腫はまれな疾患であり,食道悪性腫瘍のうち,

0.1～2.2%りであるといわれる。

食道肉腫の組織型分類をみれば,欧 米では線維肉腫

50.8%,平 滑筋肉腫14.5%と なっているり。これに対し

本邦では平滑筋肉腫が最も多く29.1%,以 下悪性黒色

腫22.6%,癌 肉腫14`5%,線 維肉腫6.5%と なってい

る3 1 ,

このように本邦では平滑筋肉腫が多いとはいえ,わ

れわれの集計しえた限りでは食道平滑筋肉腫は,1950

5は1704) 食道平滑筋肉腫の 1治験例

一様に灰白色,充 実性である.境 界は明瞭でない
前壁を中心に約半周の隆起性病変をみる

図 3 切 除標本像

胃接合部より6 5cm日 側に腫場をみる

図 5 病 理組織像 (HE染 色)

錯走している
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年志田1)の報告以来,現 在までに30例'3汚)
3ヽ印を数える

のみであり,ま た欧米でも42例の報告
3いをみるにすぎ

ない。

食道平滑筋肉腫本邦報告例の性別および年齢は表 1

のごとくである。

男女比は20:8で ある。欧米においても20!13と 男

性に頻度が高く3の,同 じ傾向を示している。

年齢は50歳,60歳 代に集中している。自験711は28歳

という若年者症例であり,山 内ら2いの報告による25歳

についで若い食道平滑筋肉腫症例である。そこで,食

道平滑筋肉腫本邦報告例を若年群(39歳以下),中 年群

(40～59歳)お よび高年群 (60歳以上)の 3群 に分類し,

年齢別からみた予後,発 生部位,大 きさ,肉 眼型,治

療などにつき検討してみた。

年齢と予後

年齢と予後の関係は表2の ごとくである。若年群の

術後経過日数は短期間であるが, 1年 以内死亡例はな

い。中年群11例中,生 存は6例 ,死 亡は5例あり,そ

のうち5年 以上生存は2例 , 1年 以内死亡は4例 と

なっている。高年群 7例中,生 存は4例 ,死 亡は3例

表 I 食 道平滑筋肉腫の年齢および性別

年齢 (歳) 男 性 女 性 計

20-29 1 1

30-39

40-49 2

50～ 59 1

60～ 69 3

70-79 1 1

計

(年齢,性別不明 3例)

表2 食 道平滑筋肉腫の年齢と予後

51(1705)

あり, 5年 以上生存は 1例 ,死 亡例は全例が 1年 以内

に死亡している.

1年 以内死亡例は中,高 年群に多くみられ,若 年群

の予後は良好である。亀岡らゆは,1976年における本邦

報告例の集計で, 1年 以内死亡は50歳以上の年齢層に

多いとする一方, 5年 以上長期生存例は40歳,50歳 ,

60歳代に各 1例 あり,生 存例に年齢的因子の関与を認

めないとしている。しかし1年以内死亡からみれば,

若年群症例は術後観察期間が短かいとはいえ, 自験例

も含めて全例が 1年以上生存しており, 1年 以内死亡

例の圧倒的に多い中,高 年群より予後はよいと考えら

れる。

年齢と発生部位

年齢と発生部位の関係は表 3の ごとくである。上部

3例 ,中 部10例,下 部15例であるが,年 齢別にみれば,

若年群は上,下 部にみられ,中 ,高 年群には下部が多

い傾向のように思われる。上部 3例 に死亡例はなく,

中部10例のうち 1年 以内死亡 3例 ,5年 以上生存 1例 ,

下部15例のうち 1年 以内死亡 4例 , 5年 以上生存 2例

となっている。上部症例には若年群例が多いため,予

後は良好と思われる。

年齢と大きさ

年齢と腫瘍最大径の関係は表 4の ごとくである。4,9

cmま での小さいもの 5例 ,5。0～9.9cmの 中等度のも

の15例,10.Ocm以 上の大きいもの 5例 となっており,

年齢別にみれば,若 年群には小さいものが,中 ,高 年

群には中等度のものが多く,若 年群は中,高 年群に比

較して発見がより早期であると思われる。また各群と

も10.Ocm以上の大きいものは少ないという傾向であ

表 3 食 道平滑筋肉腫の年齢と発生部位

発生部位 ～39歳 40～ 59歳 60歳～ 計

上 部 2 1 3

中 部 4

下 部 2

(年齢,発生部位不明 3夕1)

表 4 食 道平滑筋肉腫の年齢と腫瘍最大径

観察期間

～39歳 40～ 59歳 60歳 ～

死 亡 生 存 死 亡 生存 死亡 生存

1年 以内 4 3

1 ～ 2 年 l 1 2

2 ～ 5 年 1

5～ 7年 1

7年 以上 1 1

計 6 3

(年齢,予 後不明 9例)

さ

＞態
くｃｍ

～39歳 40～ 59歳 60歳～ 計

～49 2 l 5

50～ 9,9 1 7

10.0～ 1

(年齢,大 きさ不明 6例)
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る。予後をみれば,小 さいものに死亡例はなく,中 等

度のもの15allのうち 1年以内死亡は 3例 , 5年 以上生

存は 2例 あり, さらに大きいもの 5例 のうち 1年以内

死亡は 1例 と少ないが,2年 以上生存例はみられない。

亀岡ら。も指摘するごとく,腫 瘍の大きさはある程度

予後に関与するものと思われ,小 さいものが多い若年

群の予後は良好となっている。

年齢と肉眼型

食道平滑筋肉腫の肉眼型は従来 よりThorekら 4),

Rainerら3り,Kaufmann3ゆ,Ewing3りらにより分類され

ているが,わ れわれも本邦例をポリープ型と浸潤型に

分類し検討した。

ポリープ型 :浸潤型は19:7で あり,欧 米における

18:113のとほぼ同じく,ポ リープ型が多くみられてい

る。

年齢との関係は表 5の ごとくである。若年群,高 年

群は浸潤型に比較してポリープ型が圧倒的に多く,中

年群では浸潤型の占める害」合が高くなっている。また

予後をみれば,ポ リープ型19例のうち 1年以内死亡は

中,高 年群に各 1例 , 5年 以上生存は中年群 2例 ,高

年群 1例である。一方,浸 潤型 7例 のうち 1年以内死

亡は中年群 3例 ,高 年群 1例であり, 5年 以上生存4/1

はみられない。本邦,欧米諸家の指摘するごとく313D3の,

ポリープ型の予後は浸潤型に比較して良好である。

さらに年齢別にみれば,若 年群は主としてポリープ

型のため死亡例はなく,中 年群は浸潤型の割合が高い

ため 1年以内死亡例が多いものと思われる。また高年

群にポリープ型が多いにもかかわらず 1年以内死亡例

がみられるのは,そ れがすべて手術直接死亡であるこ

となどから手術に対する年齢的なリスクの関与も充分

に考えられよう。

年齢と治療

食道平滑筋肉腫の治療は癌腫と同じく,手 術が原則

である。本邦例でも174/1に食道切除術, 5例 に腫瘍摘

出術が施行され,ま た胃慶造設など姑息手術は 1例 ,

放射線療法ないし化学療法のみが 2例 になされてい

る。

表 5 食 道平滑筋肉腫の年齢と肉眼型

～39歳 40～ 59歳 60歳～ 計

ポリープ型 8

浸 潤 型 l 5 1

(年齢,肉 眼型不明 5夕|)
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表6 食 道平滑筋肉腫の年齢と治療

治療法 ～39歳 40～ 59歳 60歳～ 計

食道切除 3 5 9

陸易摘出 1 4

姑息手術 1 1

放 射 線
化学療法 2

(年齢i治療法不明 6例)

年齢と治療の関係は表 6の ごとくでぁる。若年群で
は切除されている一方,中 年群は姑息的治療の症例も
みられている。また高年群では年齢的にハイリスクと
思われるが,全 例に切除術が施行されている。予後を
みれば,切 除術施行17例中 1年以内死亡は高年群に 2
例, 5年 以上生存は中,高 年群に各 1例あり,摘 出術
施行 5例 中 1年以内死亡は中年群に 1例, 5年 以上生
存は中年群に 1例 となってぃる.ま た姑息的治療は全
4/11が中年群であり, うち 2例 は 1年以内に死亡してぃ
る。

若,高 年群は主としてポリープ型であるため,積 極
的に切除術がなされているが, この両者間の予後の差
はやはり年齢的なリスクが関与すると思われる。また
中年群では浸潤型のうち,ゃ むなく姑息手術あるいは

放射線療法,化 学療法におわるものがあり,予 後を不
良とする一因になっていると思われる。

む す び

28歳,男 性の若年者食道平滑筋肉腫の 1例を経験し
たので報告した。ぁゎせて本邦報告例30例を加えて,
食道平滑筋肉腫の予後を規定すると思われる諸因子と
年齢との関係について検討した。
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